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共創支援プログラムから初の事業連携が実現 
～静岡鉄道とスタートアップが業務提携し、暮らし全般を支える新サービスを開始～ 

 

 

静岡キャピタル（社長 茂野惠介）は、地域企業とスタートアップの共創を促進する「共創支援プログ

ラム(※)」を実施し、その成果として、静岡鉄道株式会社と株式会社こころのカンパニー（旧：トリニ

ティ・テクノロジー）との業務提携が実現しましたので、その概要をご案内します。 

本件は、ワークショップを通じた課題整理からマッチング、事業連携までを一貫して伴走した初の実証

事例です。介護サービス利用者から寄せられる暮らしに関する相談を、家族信託・相続・遺言・おひと

り様支援などの専門サービスへつなぐ仕組みを構築し、地域企業とスタートアップの新たな共創モデル

となる取り組みです。 

※共創支援プログラムとは、地域企業の経営･事業課題の解決と、スタートアップとの協業による新たな

価値創出を目的として、2025年 10月からスタートした取り組みです。 

 

１.取り組みの背景 

〇静岡鉄道ウェルネス事業部では、介護サービスの利用者から、介護にとどまらない暮らし全般（相続・

財産管理・身元保証・おひとり様支援など）に関する相談が増加しており、専門サービス事業者との

連携体制の構築が課題となっていました。 

〇静岡キャピタルは、共創支援プログラムのワークショップを通じて事業課題を整理・可視化し、当社

が有するネットワークを活用してこころのカンパニーとのマッチングを実施し、その結果、本業務提

携が実現しました。 

 

２.業務提携の内容 

〇静岡鉄道ウェルネス事業部が、お客さまの同

意を得たうえでこころのカンパニーへご紹介

し、同社が家族信託・相続・遺言・おひとり様

支援などの専門サービスを提供します。 

〇サービス提供後は内容を共有し、継続的な支

援につなげることで、お客さまは介護を入口

に暮らし全般をワンストップで相談できる体

制となります。 

 

３.今後の展開 

〇本事例を共創支援プログラムのモデルケースとして、県内企業への展開をさらに進めるとともに、

しずおかフィナンシャルグループ各社と連携しながら、地域課題の解決と、持続的にイノベーショ

ンが生まれる地域エコシステムの構築に貢献してまいります。 

 

 

 



 

＜別紙＞提携によせるコメント 

 

【静岡鉄道株式会社 ウェルネス事業部 部長 川口 洋平】 

このたび静岡キャピタルの地域共創支援プログラムに参加し、こころのカンパニー様との業務提携が実現しました

ことを、大変光栄に存じます。 

介護の現場では、ご利用者様から暮らしにまつわるご相談をいただく機会が近年増えております。本提携により、

介護にとどまらないお客様の困りごとに専門家のサポートをご紹介できることは、安心で心強いものと考えており

ます。今後は、ご紹介後のニーズを当社が把握することで、お客様の生活の質をさらに高めてまいります。 

 

【静岡鉄道株式会社 未来事業創造部 副部長 國松 真哉】 

静岡キャピタル様の共創支援プログラムに参加し、ワークショップを通じて自社の事業課題を整理・抽出いただい

たうえで、こころのカンパニー様とのマッチングまで伴走いただきました。当社のみではスタートアップと接点を

設けることが難しいなか、静岡キャピタル様が有する豊富なネットワークを活用できたことは、大変有意義な機会

となりました。 

未来事業創造部では、オープンイノベーションを通じた取り組みを推進していきたいと考えております。今回のご

縁を一つのきっかけとして、引き続き地域の課題解決につながる連携を模索してまいります。 

 

【株式会社こころのカンパニー 代表取締役社長CEO 磨 和寛】 

静岡キャピタル様の共創支援プログラムを通じ、静岡鉄道様との業務提携が実現しましたことを、大変光栄に存じ

ます。 

弊社は旧トリニティ・テクノロジー株式会社より、家族信託・相続・遺言・おひとり様サポートなど「人生 100年

時代」の財産管理・生活支援を一貫して手がけてまいりました。地域の皆様の生活に深く根ざした静岡鉄道様との

ご縁を活かし、より多くの方々の「安心」と「信頼」に寄り添えるサービスを提供してまいります。 

 


